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カ
タ
ー
ル
大
学
と
南
ア
ラ
ビ
ア
情
勢
に
関
す
る

専
門
講
座
を
開
催

　

六
月
三
日
（
水
）、
中
東
カ
タ
ー
ル
大
学
か
らD

an-
iel M

artin V
arisco

教
授
（
社
会
科
学
・
人
文
社
会

科
学
研
究
セ
ン
タ
ー
長
、
全
米
イ
エ
メ
ン
学
会
会
長
、

以
下
バ
リ
ス
コ
教
授
）
を
招
い
て
、『
混
迷
す
る
南
ア

ラ
ビ
ア
情
勢
―
―
イ
エ
メ
ン
を
中
心
に
―
―
』
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
今
回
の
専
門
講
座
は
、
本
年
二
月
の
カ

タ
ー
ル
・
日
本
経
済
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
際
し
て
締
結
さ
れ

た
、
ア
ジ
ア
経
済
研
究
所
と
カ
タ
ー
ル
大
学
と
の
研
究

協
力
協
定
の
枠
組
み
を
活
用
し
た
も
の
で
す
。

　

二
〇
一
一
年
の
「
ア
ラ
ブ
の
春
」
以
降
、
イ
エ
メ
ン

で
は
、
湾
岸
協
力
会
議
や
国
連
の
仲
介
を
受
け
た
暫
定

政
権
に
よ
る
民
主
制
へ
の
移
行
過
程
が
続
い
て
い
ま
し

た
。
し
か
し
二
〇
一
四
年
、
ホ
ー
シ
ー
派
と
暫
定
政
権

の
「
平
和
合
意
」
以
降
は
、
分
離
主
義
者
や
ア
ル
カ
イ

ダ
が
支
配
地
域
を
拡
大
、
本
年
三
月
に
は
サ
ウ
ジ
ア
ラ

ビ
ア
を
中
心
と
す
る
イ
ス
ラ
ム
諸
国
の
有
志
連
合
軍
が

空
爆
を
行
う
な
ど
、
混
迷
の
度
合
い
を
増
し
て
い
ま
す
。

　

ア
フ
リ
カ
大
陸
の
北
東
端
で
あ
る
「
ア
フ
リ
カ
の

角
」
の
対
岸
、
か
つ
エ
ジ
プ
ト
、
ス
エ
ズ
運
河
へ
と
至

る
紅
海
と
ア
デ
ン
湾
の
入
口
に
位
置
す
る
イ
エ
メ
ン

（
地
図
参
照
）
の
混
乱
は
、
南
ア
ラ
ビ
ア
全
般
、
シ
リ

ア
、
イ
ラ
ク
と
い
っ
た
東
ア
ラ
ブ
、
ま
た
北
ア

フ
リ
カ
情
勢
と
と
も
に
、
中
東
全
域
の
安
定
と

日
本
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
安
全
保
障
に
と
っ
て
も
、
見

過
ご
せ
な
い
要
因
で
す
。

　

専
門
講
座
で
は
、
バ
リ
ス
コ
教
授
他
、
ア
ジ

ア
経
済
研
究
所
か
ら
佐
藤
寛
上
席
主
任
調
査
研

究
員
、
放
送
大
学
の
川
嶋
淳
司
非
常
勤
講
師
が

登
壇
、
南
ア
ラ
ビ
ア
情
勢
に
つ
い
て
イ
エ
メ
ン

に
焦
点
を
当
て
て
解
説
し
ま
し
た
。

　

ま
ず
、
一
九
七
〇
年
代
後
半
以
降
、
イ
エ
メ

ン
に
て
現
地
調
査
や
開
発
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
を

行
っ
た
経
験
を
持
つ
バ
リ
ス
コ
教
授
か
ら
、
今
日
、

紛
争
に
見
舞
わ
れ
る
イ
エ
メ
ン
の
社
会
・
文
化

的
背
景
が
説
明
さ
れ
ま
し
た
。
民
族
的
に
は
ほ

ぼ
一
〇
〇
％
ア
ラ
ブ
人
か
ら
成
る
イ
エ
メ
ン
は
、

多
様
性
に
富
む
国
で
す
。
人
々
は
イ
エ
メ
ン
人

と
し
て
、
そ
し
て
出
身
部
族
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ

テ
ィ
ー
を
持
ち
ま
す
が
、
こ
の
「
部
族
」
は
血

縁
よ
り
も
地
縁
に
根
ざ
し
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、

出
身
地
域
に
共
通
す
る
行
動
様
式
を
巡
る
価
値

体
系
と
し
て
の
性
格
が
強
く
、
血
縁
に
基
づ
く

部
族
が
政
治
経
済
的
単
位
と
な
っ
て
い
る
他
の
ア
ラ
ブ

諸
国
と
一
線
を
画
し
て
い
ま
す
。
内
紛
が
続
く
な
か
、

人
々
は
「
部
族
」
ご
と
に
協
力
し
合
い
、
生
き
延
び
て

き
た
の
で
す
が
、
内
紛
の
原
因
を
「
部
族
」
や
宗
教
対

立
に
求
め
る
見
方
は
、
イ
エ
メ
ン
伝
来
で
は
な
い
欧
州

近
現
代
の
思
想
を
、
事
後
的
解
釈
と
し
て
当
て
は
め
た

も
の
で
は
な
い
か
、
と
の
考
え
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

　

宗
教
的
に
は
、
イ
エ
メ
ン
北
部
で
は
シ
ー
ア
派
系
に

分
類
さ
れ
る
ザ
イ
ド
派
が
人
口
の
大
部
分
を
占
め
、

「
部
族
」
的
な
道
徳
上
の
規
範
が
存
在
し
ま
す
。「
名
誉
、

勇
気
、
美
、
も
て
な
し
、
自
律
、
勤
勉
、
仲
間
の
福

利
」
を
重
ん
じ
る
こ
の
規
範
を
、
人
々
は
極
め
て
重
視

サウジアラビア

エリトリア

ジブチ

ソマリア

オマーン

アデン湾

イエメン

紅海

サナア
マーリブ

サアダ

ハドラマウト
               ( 地方）

アデン

エチオピア

バリスコ教授講演の様子

地図　イエメンと周辺の位置関係
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し
、
ま
た
慣
習
法
や
社
会
的
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
に

よ
り
、
婚
姻
や
家
庭
に
お
け
る
女
性
の
地
位
・
権
利
も

あ
る
程
度
、
保
護
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
近
年
、

女
性
労
働
力
が
貴
重
で
あ
っ
た
農
業
分
野
の
経
済
的
重

要
性
が
低
下
、
ス
ン
ニ
派
系
ワ
ッ
ハ
ー
ブ
派
を
信
奉
す

る
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
の
影
響
に
よ
る
サ
ラ
フ
ィ
ス
ト
の

増
加
、
慣
習
法
の
崩
壊
に
よ
り
、
女
性
を
巡
る
状
況
は

変
化
し
て
い
る
こ
と
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

　

経
済
復
興
や
国
家
発
展
の
道
の
り
は
遠
く
、
空
爆
や

港
湾
封
鎖
に
よ
る
貿
易
規
模
の
縮
小
、
医
薬
品
不
足
、

高
い
乳
幼
児
死
亡
率
や
失
業
率
、
貧
困
率
、
教
育
シ
ス

テ
ム
の
未
整
備
な
ど
、
多
く
の
問
題
が
あ
り
ま
す
。
国

内
ま
た
周
辺
国
の
不
安
定
さ
か
ら
、
国
内
避
難
民
の
発

生
、
ソ
マ
リ
ア
か
ら
の
難
民
流
入
が
続
く
一
方
、
港
湾

封
鎖
に
よ
り
国
際
援
助
も
滞
り
が
ち
と
の
こ
と
で
す
。

さ
ら
に
、
水
源
で
あ
る
地
下
水
、
主
た
る
輸
出
品
目
で

あ
る
石
油
も
、
今
後
、
数
年
の
内
に
枯
渇
す
る
と
予
想

さ
れ
て
い
ま
す
。
収
拾
の
兆
候
が
み
ら
れ
な
い
紛
争
に

よ
り
、
今
日
、
イ
エ
メ
ン
は
人
道
危
機
に
等
し
い
状
況

に
あ
る
、
と
論
じ
、
バ
リ
ス
コ
教
授
の
解
説
は
終
了
し

ま
し
た
。

　

バ
リ
ス
コ
教
授
の
包
括
的
な
解
説
を
受
け
、
佐
藤
上

席
主
任
調
査
研
究
員
が
、
か
つ
て
古
代
ロ
ー
マ
人
に

「
幸
福
の
ア
ラ
ビ
ア
（A
rabia Felix

）」
と
呼
ば
れ
た

イ
エ
メ
ン
、
そ
し
て
南
ア
ラ
ビ
ア
と
国
際
社
会
と
の
関

係
を
、
紀
元
前
か
ら
歴
史
的
に
振
り
返
り
、
続
け
て
国

際
社
会
と
日
本
に
期
待
さ
れ
る
役
割
を
考
察
し
ま
し
た
。

そ
の
な
か
で
佐
藤
研
究
員
は
、
ザ
イ
ド
派
イ
ス
ラ
ム
は

シ
ー
ア
派
系
で
あ
る
も
の
の
実
際
の
教
義
は
ス
ン
ニ
派

に
近
く
、
イ
エ
メ
ン
で
は
両
派
が
同
じ
モ
ス
ク
で
礼
拝

す
る
な
ど
、
イ
エ
メ
ン
の
内
紛
に
つ
い
て
し
ば
し
ば
言

及
さ
れ
る
「
ス
ン
ニ
派
と
シ
ー
ア
派
に
よ
る
内
部
対

立
」
は
虚
構
で
あ
る
と
強
調
し
ま
し
た
。

　

豊
富
な
人
口
、
一
九
五
〇
年
代
に
は
世
界
第
二
位
の

貿
易
港
と
し
て
繁
栄
し
た
ア
デ
ン
港
の
戦
略
的
位
置
、

一
九
七
〇
年
代
以
降
、
急
速
に
整
備
さ
れ
た
イ
ン
フ
ラ

な
ど
、
イ
エ
メ
ン
の
潜
在
力
を
引
き
出
す
た
め
、
国
内

で
は
調
整
型
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
が
、
国
外
か
ら
は
多
様

性
を
認
め
る
支
援
が
必
要
で
あ
り
、
日
本
の
役
割
と
し

て
調
停
仲
介
、
沿
岸
警
備
支
援
の
継
続
、
港
湾
・
空
港

整
備
、
中
長
期
的
人
材
育
成
等
の
社
会
開
発
の
必
要
性

な
ど
が
言
及
さ
れ
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
川
嶋
氏
よ
り
、
二
〇
一
一
年
の
「
ア
ラ
ブ

の
春
」
に
よ
る
ハ
ー
デ
ィ
ー
政
権
発
足
、
昨

年
九
月
の
ホ
ー
シ
ー
派
に
よ
る
首
都
サ
ナ
ア

占
拠
を
経
て
、「
破
綻
国
家
イ
エ
メ
ン
」
に

至
る
内
外
の
動
き
が
説
明
さ
れ
ま
し
た
。

　

政
権
発
足
後
、
欧
米
・
湾
岸
諸
国
や
国
連

の
支
援
も
あ
り
、
二
〇
一
三
年
に
は
国
民
対

話
会
議
が
開
か
れ
、
憲
法
案
や
連
邦
制
の
検

討
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、
国
軍
の
統

制
の
乱
れ
、
燃
料
補
助
金
カ
ッ
ト
に
よ
る
燃

料
費
高
騰
な
ど
混
乱
が
続
き
、
ホ
ー
シ
ー
派

に
よ
る
首
都
占
拠
以
降
、
国
連
制
裁
の
発
動
、

ハ
ー
デ
ィ
ー
大
統
領
に
よ
る
辞
任
と
復
職
、

ホ
ー
シ
ー
派
と
の
対
立
激
化
、
サ
ウ
ジ
ア
ラ

ビ
ア
に
よ
る
爆
撃
が
続
き
ま
す
。
本
年
五
月

に
は
、「
イ
エ
メ
ン
の
た
め
の
リ
ヤ
ド
会

合
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
が
、
仲
介
交
渉
の

ポ
イ
ン
ト
と
し
て
、
単
一
の
国
内
勢
力
が
主

導
す
る
問
題
解
決
は
非
現
実
的
で
あ
る
こ
と
、

そ
し
て
支
援
国
の
描
く
イ
エ
メ
ン
像
と
イ
エ

メ
ン
人
自
身
の
描
く
国
家
像
の
齟
齬
を
可
能

な
限
り
小
さ
く
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と

説
明
さ
れ
ま
し
た
。

　

専
門
講
座
の
ご
紹
介
は
以
上
で
す
が
、
ア

ジ
ア
経
済
研
究
所
は
、
カ
タ
ー
ル
大
学
の
み
な
ら
ず
、

国
際
機
関
、
新
興
国
・
途
上
国
の
研
究
機
関
や
大
学
と
、

研
究
交
流
協
定
を
締
結
し
、
研
究
所
や
研
究
者
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
構
築
し
て
い
ま
す
。
研
究
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

事
業
の
詳
細
は
、
ジ
ェ
ト
ロ
・
ア
ジ
ア
経
済
研
究
所
ウ

ェ
ブ
サ
イ
ト
、「
調
査
研
究
」
→
「
研
究
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
」
の
ペ
ー
ジ
か
ら
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

（
文
責
：
研
究
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
職　

島
添
順
子
）パネルディスカッションに臨むパネリスト


